
認 定 書

国 住 指 第 2162号

平成 14年 5月 17日

国土交通大臣 林

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同
法第 88条第 J項において準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条
第九号及び同法施行令第 108条の 2(不燃材料)の規定に適合するものである
ことを認める。

1.認定番号

NM-8606

認定をした構造方法又は建築材料の名称

アルミニウムはく張/グラスウール保温板

認定をした榊造方法又は建築材料の内容

別添の通り

2.

3.



(男 J滋烏)

防火材料説明図

1.認 定 番 号
2.認 定 年 月 日
3.品 目 名

字皐 申 請 者

NM-860t

平成i牛距ラ日iフロ

刊しヾ二Jウハ|すてヨ及/づうヌゥ_lレノr果
'島
本辰

旭ファイバーグラス株式会社

討崎朝財M膳士長=小峯却 卜
株式会社 マグ
・tf

パラマウント硝子工業株式会社

イ鰭尊蹄箭朗螂孝司動軸鰺許

ニットーボー束岩株式会社

'4 
申 請 者 住 所       東京都千代田区神田鍛冶町 3‐ 6‐ 3

東京都中央区日本橋本町 4…8‐ 14

福島市郡山市長者 3‐ 8‐ 1

北海道江別市工栄町■‐1

可 3考期 F-2・03■

錦 掏 貯

理 郷

…Ⅲl聾峯工雲勢獣塞ョ冬工05-

る尋 .主 た る 用 途      建築材料 (壁、天丼れ間仕切、床等の保温材、吸音材)
設備材料 (ダクト、設備等の保温材、吸音材)

ζ室酸瞑遜豊媛毯皇番号  秤 義駆容駆込去k

iO羽、製品の形状寸法
1)形  状  平  板
2)表面の形状  粗面又は平滑面
3)厚さ及び許容差 (単位 :mm)
不燃第 1031号 「グラスウール保温板」の規定による。

な し



4)大きさ (単位 :mm)
長さ又は幅 許 容 差
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ただし、長さ又は幅をそれぞれの整数倍とし、又

は当分の間 300mmを 308mm又 は 305mmに、450mm
を 458mmと読みかえてもよい。

整数倍したものの許容差は表による。ただし、一辺の長さ

が 3.000mm以上のものの許容差はマイナス側を認めない。

比 重 (呼び厚さによる密度 g/cm3)
不燃第 lo31号 「グラスウール保温板」の規定による。

重 量 基材標準重量 (kg/m2)
不燃第 1031号 「グラスウール保温板」の規定による。

ttキ塾,構成 (組成)断面図
(1)表面化粧材

(2)接 着

(3)基

抑 報

5)

6)

剤

材

」IS H419ユ  アルニウムはく(AL)、 ЛS R3414 ガラスクロス(G
C)、 」IS R 3416 処理ガラスクロス、ЛS R3417 ガラスローピ

ングクロス.JIS Z1520・ はり合せア)レニウムはく (ALK,ALP)

100g/∬ 以下 (固 )
不燃1031号で幹室ガラス85%以上、フェノール樹脂 15%以
下より成るi。

12_g・ .防火処理の概要 な し



i3+尋弓注意事項
当該認定書において、「建築基準法の一部を改正する法律」(平成10年法律第100号)
による改正前の建築基準法の規定による建設大臣の認定しようがある場合は、平成14年 6
月1日以降は「建築基準法の一部を改正する法律」(平成 10年法律第190号)による改正
後の建築基準法の規定による当該認定仕様に係る国土交通大臣の認定仕様を用いるものとす
る。


